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学童保健とビタミン A

北海道栄養短期大学教授 (-i:r児学初当）

医学博士田 坂重冗

:・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・: 

： 本論文の概要は第 8回 ・北海道学校保健学会総会 ： 
； ＝昭和48年10月20日＝にて口演したものである 。 ： 

緒 言

寒冷地帯の成長発育期の学童は寒さに対して強い抵

抗力を養っておくことは勿論、脳の発達、学習の能力

を延す原動力の一つとしてピタミン Aが重要な因子と

いわれつつあり，我々は学童保健の立場からこの点に

ついての認識をも って当らなければならない 。

すでにご承知のように、ピタミン Aには身体特に皮

開・粘膜 ・軟骨等の結合組織の発育に重要な役割があ

り、また、骨の発肯、骨折の予防、歯牙の発酋、 その

他、空気汚染よりくる肺の障害予防、皮）付の角化予防、

呼吸器粘膜 （かぜ引き易い）予防、麻疹 回復期の角膜

の予防など、多くの効果の報告がなされている 。

名に対して回収数は 441名（回収率78.5%) で、いず

れも 1年生は調杏時が入校以来 4カ月しか経ていない

ので除外 した 。

〔アンケート用紙〕

アンケート御願い

父母各位 校長

校医

下記の点は学童保健の今後の参考にしたいので御回

答下さい 。

（学校で服用しているピタミン A剤について）

下記の a.b. c ・・・・・・ いずれか該当のものを Cで囲

んで下さい 。

私も、かつて札幌市内小学校低学年学童中肝油を服 1 . 服用有無 a. している b. 時々 c. していない

用していない一部について情緒不安児の調壺をしたと 2. 服用期間 a. I年もtから b. 2年生から C. 3年生から

ころ、そ の一 日の栄養摂取量のなかで、 V.Aとして d. 4年生から e 5年生から

955-1060 I. U程度しか摂取していなか った結果を 3. 服用の持続 a. ずっと紐けている b. 時 し々かKけていない

得た 。 4. 体重 a. 顛調のよう t:・ b. よ〈 判らない

今回、札幌市内 A及ぴ k小学校の学童の家庭に別紙 5. 血色 a. 抒通 b. 余り変ったことに気付かない

の如きアンケートを渡 し、学校での肝油服用の有無が健 6. 活動力 a. よ〈な ったよう t: b. 特に気付かない

康状態にどのように影響しているかについて調査依頼 7. 呼吸器系疾患 a. 罹らな〈 なった b. 彰胃はなか った

をしたどこ ろ、下記の如 き結果を得たので報告をする 。 8. 皮府疾患 a 湿紗汗も少 〈なった b. 変らない

9. 神経性疾串 a. 余り起らない b. よ〈判らない
•L,• 

調査資料・調査条件 10. アレルギー性疾患 a. 起らな〈な った b. 判らない

両校は、筆者がいずれも校医をしているので、学校

昭和48年度において札幌市内の西部地区にある K小 としてピタミン A剤をまとめ購入し、昼食時に服用せ

学校、児童数 782名の在籍数に別記のアンケートを配 しめている 。 服用せしめているピタミン A剤中の内容

布し、回収したのが 507名（回収率64.7%)、これに として、ピタミン Aは 1粒中30001.U (国際単位） の外

対して、 市内中央地区にある A小学校の児童数 56 1 にピタミン [12は3001.U含有している 。学童には 1日
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1料を日 ll/1!日を除 〈日は紺 日）l尉用せしめた 。

調査成績

1. 服用状況

調介 した AとK袖l小学校を合計 した結果に ついて の

べると、 2年生か ら 6年生ま での イ心肝総数は1343名で、

そのア ンケート 回収数は 948名故回収率 は70.5%であ

り、各学年別に み ると第 1表の如 く、 2年生の 回収率

は70.6%、 3年生は71.2%、 4年生は75.2%、 5年生

は70.7%、 6年生は65.5%で各学年別に大差はなか っ

tヽヽ
o

次に、 1年生か ら持続して 服用していたものについ

てみると 2年生は87.0%、 3年生では83.7%、 4年生

では77.5%、 5年生では73.0%、 6年生では77.6%と、

2年生の ころか ら次第に高学年になるに つれてやや服

用児の油少は見 らているが途 中から服用も再開したも

の もあって、全体か らみると、まず 7;tfl]平均は服用し

てい るこ とも判 った。次に、各学年で全然服用してい

なか った者の率をみると、 2学年は7.3%、 3学年は

6. I%、 4学年は7.2%、 5学年は9.5%、 6学年で6.8

％、結局全学年の平坊で8.2%は全然服用していなか っ

たこ とになる 。

2. 罹病傾向

これを第 1表で説明す ると、 2学年では 1年生の と

きか ら持続服用している 167名中何等か の疾病に罹患

したも のは55名で、その罹患率をみると 32.9%とな っ

ている。 ところが服用 していないもの14名中疾病に罹

息したも のは 7名で罹患率50.0%とな っていて、服用

群の方が非服用群より罹病傾向は低か った。

同様の 如 〈各学年 を比較 してみると、いずれも 服用

群の方が非服用群の約十かそれ以下の罹病状況て、全

学年をまとめてみると服用 していたも の 757名に対し

て罹病児は 169名でその罹病率は 22.3%、と ころが非

服用児70名中疾病罹患児は31名でその罹柄率は44.2%

と約倍にな ってお り、 学年の途中から 服用 したものも

持続服用群に比 し癌い値を示してい た。以上か らいえ

ることは、ピタミン A服用群は学年の進むほど罹病率

からみると低滅していることが判る 。 しかし、この低

滅が必ずしもピタミン A剤の服用に全而的に価値Iづけ

るわけにはいかない。思春期に近づ〈につれて、体力

の増強と免疫力の充実があるが、 全く否定もできない

ところである 。つま り非常用群でも 学年の進むに つれ

て次第に罹病率は低下 してはいても、なお、 服用群か

らして約倍近い罹病率かある点がうらづけとな ってい

る。

3. 罹病内容別

第 2表 ピタミン Aの服用群と非服用群別にみた

疾病罹患頻度

〇.6

llfl Ill f.i" 

31 /70 
44. 3 

X'=7. 0, a <O. 01 

214/878=24. 4 

A一娃 t,M 
Bーア レル ギー疾患

3. 6 F C→乎I汲岱§丼：杓ふ患

Dー皮Iiり疾患
Eー外傷

F一神経性疾患

第 1表 ピタミン Aの服用状況とそれによる罹病数並に罹病率との関係

第 2表の円図解を上下比

較していただければ一 見し

てお判り の如 〈、 服用群に

は 1年より持続しているも

のと途中か ら服用したもの

を含めてみると 878名とな

り、その内の罹病児は 214名

の24.4%であ った。一方非

服用群の方は70名中罹病児

31名で罹病率は44.3%で、

両群に対しカイ自乗検定を

2年'I. 3年'I 4年生 5年'・I. 6年'I ,n ％ 

服~三這病状況 &JI/. 妬栴
192/272 197 /277 209/278 189/267 161 /249 948/1343 

;If;. (70 6) (71 2) (752. 2) (70. 7) (65 5) 
70 5 

服fllfi「1年生か ら継続 167 I 65 I 62 I 38 I 25 757 79. 6 

隠 Ill L途中か ら時々 、継続 11 20 32 33 25 121 22. 2 

況 LJls llli 用 14 12 15 18 11 70 8.2 

『叶O1, 「1年生から鞄続 55(32. 9) 40(24. 3 29(17 9) 26(18 8) 19(15 2) 169(22. 3) ~14 /878 

用 L途中から時 、々店1求続 5(45 5) 11 (55 0 8(25. 0) 13(39.4) 8(32. 0) 45(37 2) 24 4 

非 llfl 用 7(50. 0) 7(58. 3) 7(46. 7) 7(38. 9) 3(27 3) 31(44 3) 31/70 
44 3 

札幌 di、U¥と K小学校の合、JI統 ，ii
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してみると、明かに 1%の危険率で非服用群に罹病児

の高いことが明瞭にな っていた 。

次に罹病の内容についてであるが、最も顕著な差異

の現われていたのが呼吸器系疾患で、服用群の 9.1% 

に対して非服用群の23.3%で、ついでアレルギー現象

の出現頻度で、服用群の 0.6%に対して非服用群の7.2

％が目立 っていた 。他の皮内、外g-:;及び神経系疾患の

頻度は両者間にほとんど差異は認められなか った。

結辞

学童期の保建上において第 2表に示したとおり、ピ

タミン Aを日常持続して服用させてお〈ことは健康を

維持しているものが75.6%にあ って、罹病傾向からみ

て特に呼吸器系疾患、を〈り返すものにと って少くとも

体力保持上好ましいものと考えられる 。換言すれば、

粘膜系統の抵抗力増強に役立つものと期待されるもの

と信ずる次第で、ピタミン A剤のtill給もさることな が

ら、日常の食生活のなかでピタミン Aの含まれた食品

を心掛けて摂取することも必要ではないかと思名され

る次第である 。

目の健康

干梨市校医

飯島 久 吉

人生を幸輻に生きるために、目がよ〈見えて、格別

の苦~i'ri もないという＇ドは確かに一つの 有力な条件であ

る。

そのためにも、児窟、生徒の目がそこなわれやすい

外偏の子防と初療に眼科校医は、最も 関心を持ってい

る。

野球でポールが目に当る、友人の投げた石が目に当

る、誤って投げられた紙の端が目に当 ってけがをする、

目の高さに弘 ってあ った綱が目に触れてけがをする等、

子供にはたくさんの思いがけない外傷が見られる 。

このような外傷のとき、学校の保健＊がどんなに設

価か良〈とも、そこでの初療に安心してはいけない 。

むしろ、処附せず、そのまま 1/(ちに、眼科医の診療を

受けさせるのが最善の対策である 。

砂が入 ったというふうな目の異物は、保他屯で 2%

の硼酸水が 1%の食塩水で洗眼することができるなら、

それで十分間に合 うこともある 。

また、上記のような洗眼水の準備がなければ単に水

道の水で洗っても、少しはよけいに泌みる感じがする

が間に合う 。

この場合、保健ギでは確実に、結膜面を見て異物の

取れた ・Jiをた しかめる利度の 技術が必要であり、養護

の先生に その技術の習練が望まれる 。

異物でも砂と迎って、虫が入 ったとか、化学の実験

で酸やアルカリ、また、刺激性のガスが入ったという

ときには対策が別である 。

このときは、もちろん眼科医の診療が必要であるが

そこへゆ〈までの第一応急処 罰として、真ちに水道の

水で目を洗う必要がある 。

虫の体から出た 沿液や酸やアルカリを 、引ち にうす

める目的で洗うわけである 。酸が入ったから薄いアル

カリ液で、アルカリが入ったから何かの薬品で洗うと

いう暇はない 。その間にもただの水で洗い博める方が

良い 。それから抗生剤が手許にあれば、それを.'丸眼し

眼帯などをして眼科受診がよいであろう 。

このごろ、生徒が化学実験中液体が目に入 って、受

診する人を見ると、第一処沼でち ゃんと 水で洗眼後受

診して来るのを知って、実に始し〈感じた 。

目の打撲に類した 外傷（ポールが当 った時その他）

では、負傷した人の苦痛の表現がたとえ少な〈ても、

また、見かけが大し た変化がなくとも 、初めに記した

ように即時に眼科受診が絶対に必要である 。

学校安全会の給付を大いに 利用し 、治療竹の心配な

〈通院、 入院が可能であることを教え、十分な治療を

受けるように助言すべきであろう 。

子供の親達は治療に通院するために、 子供の学力が
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低下するおそれのあ る事をよく訴えるが、全〈 、医師

から見ると歯がゆい事である 。

学校の他康診断でよ〈見られるのは、悛性結膜炎や

瞼緑炎である 。 トラコーマは近ごろ、本当に少なくな

っている 。

結膜炎ゃ瞼縁炎は、平常は余 り自覚症、苦痛がない

けれども 、夜ふかしや我不足のと き、悪〈な って、分

泌物の増加を来し、近視や視力障害 を起こしやすい 。

眼科に受診すれば、適当な軟れ剤を投薬され、自宅

で加療できるように現今の薬は進歩したものがある 。

医師の指示に従って抗生剤を点眼 し（結膜炎）また軟

n剤を瞼縁に 登布すれば（瞼縁炎）必ず効果がある 。

通院の暇が無ければ、これこそ自宅て十分の成果 を挙

げる ことが可能なのである 。

児童、生徒の親たちが一生懸命に慟いて得た 報酬は 、

その子供達の治療 に使うためなのである 。お金を貯め

て、よい結婚準備をしてやろう等と考えるのは、校医

の我El:I引水ではなくとも、やはり何か誤りであるとの

感じがしてならないのである 。

また、眼疾などは病気の内ではない 。結膜炎や偽近

視の治療に医者通いするのは、ぜいたくをしているよ

うで隣近所の人に恥かしいなどと 名える人かあれば、

それは本当に困った事である 。学校保娃を通じて、 地

域の保他衛生思想の向上をぜひとも図りたいものであ

る。

最後に 、学校検診でよ〈見られる近祝の問題がある 。

近視は成長に伴って 起こる現象だから、 児童生徒の

成長が目立つとき、女児では小学校 5年前後、男子で

は中学 1-2年ごろ 、急にクラスの 中に多発する 。

戦前は 児童、生徒、学生にたいへん多か ったのに、

終戦後は文部省 統計で昭和24年ごろ、 小学校 5%、中

学校10%、高校15%というふうに激減している 。

ところが、その後は増加するばかりで、最近の統計

では小学校でも 10%以上、 中学校でも 20%近くの近視

数を示して きた 。

あまり視力が低下 してし まった人や、本来、逍伝素

質を持った人たちは 、この近視状態を改善し ようとし

ても効果が少ないかも知れない。

しかし、 これらの視力低下児童 、生徒の内には確か

に、ただの目の疲労 で視 力低下を起こしてい る場合も

見受けられる 。

学校で養護の先生が計画を立てて、医師の指祁の下

に、遠方に置いた視標を眺めさせるとか、簡単な体操

をさせるとか、さまざまの偽近視対策をよ〈発表して

おられる 。

このような対策を実行しておられる投護の先生方に、

私は心から敬意と感謝の意を表したい 。

このような対策が、子供たちに近視 予防の衛生思想

を柚えつけまた、高めるのであろう 。

また、近視化する 子供に、 何か近視を誘発しやすい

生活環培があるのではないかとして、その方向の調＿杏

を行ない、得た結果をその学校の中の生き た教材とし

て活用する 。このような調杏も感謝すぺきありかたい

努力かある 。

最近、私の担当の千築市末広中の投，護の小林先生が

同校の視力低下者 181名にアンケ ート を行ない、その

結果を発表された 。

実に立派な調森であ ったが、その中で、子供たちは、

勉強するときはきちんと座っており、我そぺ って勉強

する人は少なか った。然るに、勉強のとき以外に本を

読むときは、税そぺって読む人が25%から30%位いる

との答えがあり競いた 。

これなどは、子供たちと担任の先生と の話し合いで

ぜひ矯正したいし、また、近視予防の話しのき っかけ

として好い話題になると思われる 。

また 、同じ調究の中て、 ←（供たち の様いな食べ物は

にんじんが31%挙げられていた 。

私たち眼科校医の立場か らは、にんじんやピーマ ン

等黄緑野菜の天ぶらを 他康に良いものとしていつも推

奨している のに意外な事 てあった

視力の低下した子供たちに対する指＃としては、近

視の進行防止に関しを持つよ うに教えると共に、教li'
効果を上げるために、可能な限り教宇内で黒板の字が

見易い席を与えるぺきだ。

視力が 0.3に満たない子供たちは、最前列の席を与

えても無駄であり、必ず授業中、眼鉛をかけさせなけ

ればならな''。

そのようにしなければ、黒板に先生の書い た字が全

部判 るとは限らず、従って教・(J効果があがらないとい

う事になる 。

鮭康診断では、視力1.0以下の子供たちは皆、 粘密検

査の必要があるとは 思 うが、特に視力 0.3未涵の子供

の発見に努 めるぺきであろう 。



6

親と教師がつく った廃品利用の遊具場

一遊びの開発 と体力づくり一

1. 子どもは遊びの中で変容する

子ど もは、遊ぴの中で社会性や人間関係を翌かにし 、

危険か ら自分 を守る知恵 と創造性を身につける 。子ど

もから遊ぴをうばっては ならない 。子 どもが自由に遊

ぴを開発できるような場を与えてやりたい 。

総合遊具には 、跳ぶ・回る ・・登る ・〈 ぐる等の 多様な

動きを通して 子どもの運動様式 を変え、運動の技能を

高め、体力つ＇〈 りをすすめるか ぎが秘められている 。

健康で安全な生活を営む上に必要な体力を、近ひの

中で楽し〈自然に錬っていこうとしたのが、七小の総

合遊具 である 。

昭和44年度。元天童七中校舎解体後のJ騒礎コンクリ

ート や残 土を 杷理 して、運動場の西北開に築山を つ〈

った。平而だけの運動場は単調で、必ずしも 子どもの

心理に適合するも のではないと、かねがね名えていた

私は、立体的な 構成を持った運動場を炒みて いたので

ある 。そして 、ここを中心に して遊具場を建設したい

という抱負が、私の胸をふ〈 らませていたのである 。

2. 廃品利用の総合遊具は徳育の実物教材でも

ある

昭和45年度。遊具場建設の計"'りは、突山造成と ;jf'.行

して綿密に作 られていた 。原案作製は校内の11他設用具

部と PTA文化部。設計は文化部長。文化部長は設計

関係のが1"1家ではないし、昭和45年度限りの PTA会

員てあ っ たが、昭和46年度 （ 第 2 期工 ·J•; ) . 昭和47年

度 （第 3期工 ＇ド） とり1き続いて設計を担当した 。この

設計図は登くほど粘密正確 で、県内外か らの視察者は

ひとしく舌を咎いている

衣材は~-「 11i! i に ），しづいて、継続的に収出し衿柏した 。

作文の段取り はPTA保体部長と東各美部長。作;(:実池

は 9月中句。学区内 6部落の部落委貝長が先碩に 立っ

山形県天窟市立第七小学校長

佐々木六 郎

て、各部落いくつかの追具作製 を受け持ち 、 200余名

の全会貝が一 日作業で完成した 。 （総合遊具配附図①

～⑫、⑭～⑰）

経'l.'iは約22Jj円。出所は PTA経常予符 、年 2回の

廃品 回収の収益 • その他。森材はほとんどが廃品。ガ

耳準 い捨ての風潮が一般的であ ったそのころから、こ

のことは物森愛，護 .fjlj意〈ふうの教・({の実物教 材とし

て、大きな役割を果たしてきた 。運搬はすぺて PTA

役貝 。 Y'i用は砂 • 砂利 ・セメント ・冷装 ・作業時の茶

菓そ の他に要 したものである 。

3. 公開研究会が終わっても遊具つくりは続いた

昭和4が印変第 2期］戸]_¥:は、動〈遊具を 中心にしてす

すめられた 。作業の態勢や しごとのすすめ方は前年度

とま った〈同じ 。経1'iは約 8/J円。 （総合遊具配骰図

⑬、⑮～⑳）

子どもと PTA会且から 名称を経集し、応秘 300余

.'.'!、の 中から「七小 ラント」 「わんぱ〈山」を選んで命

名した。本校削ヽi:記念日 11月 2日のことである 。

昭和47年度もこれまでと同じ歩調で展開。前年度10

月 1日に公開研究会を終えたのであるが、これで終わ

りという ことでな〈、わんぱ〈山の西斜面の死んでい

る部分を生かすことを主にして、第 3期工事をすすめ
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た。

経究約20万円。総合計約50万円になる 。（総合遊具

配罰図R-⑬）

0作製の観点

ア 児童の心身の発達に即応し、生活に密滸したも

の。

イ 既製品でなく、機能をフルに生かせる構造のも

の。

ウ 野性味があり、遊ぴを生み出せるように創意く

ふうしたもの。

工 経1-rが安いもの。 （廃品利用）

オ 上品で豊かな色彩のもの。

力 平而的でな〈 、変化に富んだ立体的構成のもの。

キ 安全で耐久性の弛いもの。

0配置上の留意点

ア 教室にやかましい音がとどかない所。

イ 見通しがきき、管理に1更な所。

ウ 排水のよ い所。

工 組み合わせに変化を持たせる 。

4. pとTが知恵を出し合い汗を流し合って遊具

場をつ〈った。

前後 4年にわた った遊具場をつくり 。この間私たち

職員はいつも親たちと共に、知恵を出し合い、汗を流し

会 ってきた。校長がどんなに力んでも、意図するとこ

ろの何分の一 もできるものではない。 また、義務教有

はすべて公 1~ でまかなわれなければならないという、

たてまえ論でかたがつくものでもない。

そういう意味で私は、＿遊具場つくりは私たち の

研修である 。からだを通じて学校教台を具体的に知る 。

それが PTAの本質である 。 一•~と言い 、労力奉仕 ・

奉仕作業という ことばを使わなか った（奉仕と 言わな

い）七小 PTAとい っしょであ ったことに、大きな喜

ぴと感謝の念を持ってい る。

このことは、よ〈指摘される近ごろの子どものしご

と様いを矮正して、勤労愛好の粘神を養い 、しごとの

教行をすすめる上での決定的な実物教材として生きて

いる 。

5. 動きづくりの場と機会を与えて危険を防止

する

遊具の中には、 一 見して危険と思われるようなもの

が幾つかある 。視察に来られた方は一様にこのことを

質問する 。私は、過保護は子どもを危険に消く 一ばん

の要因だし、動きづ〈りの場と機会を与えれば与える

ほど危険は遠ざかるものです。一一ーと答えている 。事

実心配するほどのけがは一件も出ていない 。

だが、安全面の配應を怠っているわけではない 。

0鉗月 1日を「安全の日」と定め、全児童 ・全職貝で

遊歩時l的｝間安全点検を実施している 。 （石ころ ・

．危険物拾い、危険個所の早期発見ならぴに処沼）

〇巡番及ぴ関係職貝が随時見まわる 。

0真剣に遊ぷ態度を指森する 。

0雨にぬれて危険な遊具は使わない。

、抗んでいる人にいたずらしない 。

6. つくった遊具場をどう生かすかが大事なし

ごとである

これで一応つ〈る過程を終えて、つ〈 った遊具場を

生かす過程に重点がうつされた 。体行の授業と総合遊

具 をどう結ぴつけるか。教科以外の体・(1活動（遊ぴの

発表会・業間運動 ・課外運動等）で総合遊具をどう生

かすか。

私たちのしごとは、いうな らば汀ム作って魂入れる、

段階にはい ったのである 。

0遊具活用セ ットの作成 ＜昭和47年度〉

鉄棒向き

マッ ト向き 低 ・中・高各 3セットずつ

とぴ箱向きlI全枚27セI 卜）

0作成のねらい

1 . 年間を通して遊具を計画的に使用する 。

2. 指導する体力要素にかたよりをな〈す。

3. 体有の授業に遊具を取り入れて関心を高め、

自由時間にも栢極的に使用し、体力づくりに

役立てる 。

4. 学年に応じ た遊具の使い方ができ、さらに新

しい遊ぴ方を考え出す。

5. 効果的に手軽に指消できるようにする 。

0遊具活用セットの検証と展開

＜昭和48年度〉

1. II乍年度作成した遊具活用セ ット を綿密に検証し

体(t指＃の効率的展開に査する 。

2. 遊具施設を栢極的計画的に活用し、多彩な動き

づ〈りをすすめる 。

3. 体・(f学料の生活化に努め、心身活動豊かな子ど

もづくりをめざす 。
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※遊具活用 セ ・／ 卜（ 例 ）

低学年 と ぴ箱 Cセ ット

述動名 運動 の方法 使用遊具

カンガル ー :/iころ斜1/11

とぴ
＼ 遵`叉こ二3 ・む""上に、下" I 

点ミLりをかかとにうさぎさん 匹 -,.!: -?Itるはしご

のぽ 1)

ぴょん
_,.,"ざを~ 

Jげる ジャンプ

びょんおり 段階

ntnfr¥・ 島とび，，ょ"'

さるさん "陪ボール
とし、 1 

島わ た＇） ...... バ, .. ・紅 連紐9イヤ

J;;f• ,Cf<重を
hける

うま さん 連続タイヤ

とし＼’

中学年 マ ッ ト Aセ ット

述動名 述動の方法 使用遊具

｀ I [11[転タイヤきりもみ

脅 I 

うさぎとぴ

讐
ジャンプ

階段

片足と び ~i: へ 石ころ斜面

足かけ 占 円形平行

後そり 鉄 棒

• I・ 体を~..: L ,~? 
Itそりをくりヵよす

1本プ）吸索

賤 発 力

瞬~ 発 力

筋力

瞬発力

.,, 怜iti: 

・j( 怜iti 

巧ちヤI: り

瞬発力

体力要索

平怜j ti: 

瞬発力

'I'・ 怜it!:

持久力

平衡性

柔軟性

高学年 鉄枠 Aセ ッ ト

運動 名 I
I 

さかあがり I 

前 回り

レンジャー 1
わたり

けんすい 1 

ふり

うんてい

渡り

なわとぴ

運動の方法 使用遊具 体力要索

ジャングル 筋 力

↓ 8菟f

,, ング 巧ち付：

柔 軟 '11:

• さ I')•あがりで
9ばら

・ 削~)')で J; りる

レンジャー 持久力

ロープ 筋 力

• 清地

{ 

-~ 円 形 平 行 巧 ち ヤI
ヽ ヽ 鉄 棒 筋力

I I了千~1/ エ／ 卜 I .,; 衡竹
コースター巧ち付

｀ 段違いいf衡竹巧ちヤI

~ ・. -: 
,. ~. 

~ '. ~~--·-:-0 
.、≪・ ．雷'.'
. . ・

．＇ヽ`

＇ 
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※総合遊具配四図

-"¢:-:¢5.-R 灼、ヽ・、¢.- ~f\ 
夏夏皿 JI: JI: lt , <,,,,,,,,,, 校門

⑩ ⑫ ク
重夏直夏夏皿 ',, ク ロ----,,,,,,,, 

2 0 0, ―トルコー ス

避Uの積悶 と名称

① Ii違い電!ti低1 ⑦ ；ャン グ9い9ング

② Ii違い電11I島） ⑧ レ9ンノャーロープ

③ 卜・ラム平均t, ⑨すぺ •J 怜

④ Ii隋ポー" ⑩ 襟的連Rドラム

⑤湯巻平面ポール ⑪テ ープルペン チ

⑬ 
9 貫● .'.'  

⑬紗 場

⑭ ギ行平均台

⑮ l'U坪 行I●

⑮ ノ・ー ンプ隋R

⑪ （さり

⑬ 打↓らら1面

⑳ トン ネル

⑪プラ ンコ

⑫ l'I ,i 

□雹ごl..'',. 
⑭ 

⑮ I! んとう "

⑭ •1面 9 イヤ

⑰芝 •t 坂

⑳巴勇,-・,-

⑬ ., せん塔

⑭ 
, .'' 

⑪ 展 望 台

⑫ ; . , トコース,_

R スカイ プ,,.,、.
レイ ンポープ,, , ; 

プール

⑥ば糾電柱 ⑫ ;f絞9イヤ ⑬ "しこ

⑪ 高低1ir,,n1<

⑭固定釦• ⑳ ノャンピングポール ⑮ 
⑭ 

. .'.  介 n, ぶ

東五条の健康教育

一太陽をとらえて恵みを満喫一

はじめに

本校は、札幌から汽車で約 2時間ほど北上したナナ

カマド（秋に赤い実のなる木）の街、旭川市の東北部

に位罹し、石狩川と牛朱別川とに囲まれた三角地帯の

新興住宅地域にある 。この学校は、敗戦後の社会的な

要請に基づいて、昭和27年に創立されたもので、当時

としては、画期的な鉄筋レンガ造りの二階建て大判ガ

ラスの二重窓が 2段に並ぴ墜面の65%が窓という採光

のよい校舎、ペチカによる暖房、水洗便所、 各教室の

手洗い装置、校内放送施設、 雪国では 稀な屋上遊圏を

旭川市立束五条小学校長

高田重光

もつモデル建槃である 。校舎の前には広〈横に長い縁

地帯があり、屋上からは、市内や広々とした上川盆地、

そして北海道の屋根とよばれる大雪山連蜂がはるかか

なたに望見され、市の中心部に比較的近い学校として

は、またとない環境に恵まれている 。しかし、近年に

なって学校の近くにある大きな工場から排出される煤

煙と廃液などによる被害が没慮されるようにな ってき

ている 。

学級数25、特殊学級数 2、児童数1010名

昭和42年以降、 北海道一健康優良学校受彰 6度

昭和48年度全国特選健康優良学校受彰
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2 わたしたちのねがい

学校教育目標は創立以来一貫して r日本の力となる

人間の有成』 であり具体目標に「健康で生命を尊重す

る子どもに有て る」？項が設定されているが、社会や

日本に貢献する人間は、まず健康でなければならない

ことを物語っている 。

創立2炉Fの歴史は、5,000人を越える卒業生を送り出

し日本の力とな っている 。年々新しい学童を迎えい れ

てはいるが、この顛いは脈々と流れ絶えることなく受

け継がれ、 今 日の学校の姿 を形成 して いる 。

わたしたちは、 「健康であることが教育の基盤」と

考え精進を続けている 。

3 寒冷と日照不足克服 の 教 育

～太陽に親しむ運動～

旭川は、 寒 冷と日照時間が最も短かい地域と いう気

象条件のハンテ ィキャップを背負 っている 。

(1) 気 温

ア、年平均気温--6・c (東京14.7°C) 

ィ、寒い日・・・ （貞冬日 十冬日）が249日と年間の 70

％に達する 。

ウ、年間 3-5回は零下20°C以下の最低気温を示

す。

(2)積雪

ア、期間・・11月-4月の 6ヵ月

ィ、 最深・・・..約 1m 

(3) 日照

年間総日照時間数

保増進して、学校教育の成果をあげるために

r太隔に親しむこと 」

を中心に考えないわけにはいかない 。特に春夏季に集

中する日照を満度に活用することが基本となる 。

ア、 『ひざ出し、ひじ出し」運動

5月 10月の薄着

イ、みんなで水泳•• • …努力 、進歩、記鋒、クロンポ

の 4賞設定

ウ、日課表のくふう…プレータイム (45分）

上学年下学年に 2分して十分遊ぷ

エ、各種競技会・・・…学級対抗ポール運動大会、すも

う大会、サ ッカー（雪中）大会

オ、遠足•• • •• •春、秋と冬のスキー遠足 ( 2 回）

等、太陽をとらえ、太陽の恵みを 満喫することを中心

に健康の計画が樹立されている。短い夏の間に皮膚を

やき、強いからだを作ろうというのである 。おかげで

例年冬期の集団感冒罹患も少く、学級閉鎖や臨時休業

等もない 。

自然に挑戦する意気と、自然に親しむ心を育てるに

は自然の悪条件はむしろ幸いしているのかもしれない 。

4 雨り〈みの実際 （特徴的な ）

呼 地 名 総日照時数 対比率 摘要

i 旭 Ill I, 715時柑I o 92 I o ss 0 70 春 夏

新 i!.) I, 859 、' I 00 I リ：中型

t 
東 京 2,019 " I 00 凪季

潮 岬 2. 439 ,, I 00 平均型

(1) プレ ータイムを取り入れ た日課表

本年度み子 どもたち の 目当ては、どんな小さなこと

ても「それはわた しの仕事ですdと受けとめて、最後

までやりとげることである 。この目当てにそうような

日課表をということと、 ―r-どもた ちを太陽の光りにあ

て、遊具施設を十分に使用して遊ばせ たいということ

か ら本年度、日課表を作りか えた 。それは 、 2時限と

3時限の間に45分の「プレータイム」を入れたことで

ある 。遊ぴの裏の特別活動時間は学級指導（保健指導

や安全指専など）や児童が自主的に活動（自学自習 、

委員会活動、奉仕活動など）できる学級活動である つ

この地域の健康生活で最も 注慈を要するのは 、日 照

時間の極度に少い点である 。また、短い夏に何として 10 : 15 

陽にあたるか 、それが雪の北国の人間の希求する本能

の問題であろう 。

(4) 対 策

このように劣悪な自然条件の中で、児童の健康を確

5

0

 

3

4

 

．．．． 
0

0

 

l

l

 

50 50 
•• ．． 

ol ll 

8 : 30 

8 :40 

8: 50 

9 :30 
み

9 : 35 

日

日

曜
動
耀
＃

贔
贔

月
学
水
学

ヽ

／
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この時間期を選んだのは、子ども達の気分転換に必

要な時であるとともに、 一 日で一番充実する時だから

である 。それに、狭い校庭を低学年と高学年に分けて

遊ばせ、心とからだの健康の時間を多くとりたいとい

うことと自学自習の時間を生み出し、みずから学ぷ雰

囲気を作りたいという原fiいからである 。

(2) ひざ出し、ひじ出し運動

できるだけ11/Lを出し、 短 い夏の紫外線をた っぷ り吸

収して、からだに抵抗力をつけるのかね らい 。運動期

間は 5月 1日から体・村の日の10月10日までで、半ズポ

ン、半そで シャツ、白帽子、ス令ックの運動靴が正式 ス

タイルである 。気温が下がった日には、上衣やハイソ

ックスを認め気温が上がれば直ちに肌を出す。暑さ寒

さを自分で判断して衣服をぬいだり陪たりする自主性

をも行てている 。この結果、カゼによる学級閉釦や臨

時休業等がない 。

(3) 混成グループによる清掃活動

従来の学級単位の泊掃をやめ、 1年生から 6年生ま

での出成 グループによる消掃である 。給食後の20分間、

BGMの流れの中で、児童個々の能力に応じ、 6年生

をリ ーダーとしてゴミ の追い出しを行な っている 。ま

た、 「ひとり 一枚ぞうきん」による床みがき等も実施

している 。

l4) みんなで水泳を

海のない子 どもたちに 、なんとか水と太陽を与えた

いことと•＇ 「自分がめあてをもち 、実行し 、反省して

鍛える学腎」であ ってほしいとの朝い 。

而つけか らクロールまで20段階にした励み表（目あ

て表）をひとりひとりが持ち、自分で決めた目あてに

向か ってがんばっている 。

プール開場匝後に個人の水泳能力を調介し目あて表

に記入する 。フ°ール閉場直前にも う一度調11'して、そ

の進歩度を個別にとらえ、認めるのである 。進歩度か

大きい（低能力者が有利）と進歩宜受'flである 。

記録会で速さと遊泳距離を競う（高能力者が有利）

ことにして記録賞が授与される 。

能力 はともかく、 プールで泳いだ回数が多い者には

努力宜が当たる 。それに、クロンポコンテストを行い、

身体を哀黒に焼いた者には クロンポ'ftが当たる のであ

る。個人の生きがいを・uてる水泳学腎にしたい のであ

る。そう して 、知かい夏に太I湯の心みを十分に 吸収 し

たい のである 。

(5). 体力づくりのための築山 （五条新山 ）

子ども たちに、遊びな がら総合的な体力づくりをさ

せたいとの原nいか らできたも ので、奥行き 25m、幅20

m、高さ 4.Smのコンクリー ト製の築山である 。築山

には、子どもたちの運動神経（調整力）の伸ぴを悩足

させながら、足II嬰（筋力）をきたえ、心II市の機能（持

久力）を強化するような施設を工夫して付設し、多目的

に利用できるようにしてある 。かけあがり斜面 、レ ン

ジャーjj'iり、飛ぴ降り階段、急斜而のロ ッククライミ

ング ---、 t--- r .. 卜ノイルょと、 20数種の訓錬要話をセ I 卜して

ある 。冬はス キー指科に使 っている 。

｀ ， 出

(6) 雪上サッカー大会 （学級対抗）

2月上旬。 3年生以上が全員参加。

桔弁が多く日 照も少ない地域て、厳寒をふ っとばす

エネ ルギー発散と、伸ぴ伸ぴ と動きのあ る子に有てる

ことをねら って、楽し〈 実施。学級対抗な ので学級の

仲間づ〈りが一方で平1まれる 。試合日までに各学級ご

と錬料のため戸外に出ることか多〈なるので、ねらい

の大部分は達せ られる 。

(7) 個人の健康度の把握と指導

学級，役附の健康観察板、学級りlj一覧表による「健康

観察」。この札 猛威をふる った比団かぜも、本校児

窟には無関係。一度の学級閉釦、臨時休業もなく釆 り

切れた 11f日の健康観察で指科に 当たった成果だった，

6 年間継続使用できる 健康手rpJ~ 「すこやか」。他康診

断後や病欠後の児窟には、回復まで家庭と連絡を取り

合う「兄屈方式」の実池。尿検介などを行な っている 。；
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〈随筆〉・、 私たちの身の回わり

~ 

毎号楽しませていただいている 、健康教育に、ひょ

んなことから自分から筆をとる破目にな ってしま った。

多くの方々のような、築きあげられた定説も立派な意

見も持ちあわせてないので、たいへん困ったが、ふたキ

ん考えていることの一つ、 二つを申しあげて打をふさ

ぎたい 。

過密という社会現象、高度化された文化生活は、時

により人が人でな〈なることが多い 。

鉗朝、通勤するパスにしても文字通りの超滴員、乗

車できるのはまだよい方で、取り残される場合もある

から通勤も生命がけである 。その満貝パスの中は、年

令、性別、身体、精神ぜんぷがばらばらである 。総ペ

てに違う人々が、ひとつの室の中に、ある時間とどめ

られることになる 。これはた いへんに恐しいことでは

ないだろうか 。乗車することの時点においてはだれし

も健康であると思えるが、風邪ということだけ考えて

も、風邪をひきそうな人、少しかか っている人、なお

りかけた人等々、容易ではない状態がか 〈されている

のではないだろうか。風邪ばかりではない 。そのほか

にどんな状態があるか目には見えないし、耳にもきこ

えない 。その乗りあわされたいろいろな人々が、定員

をはるかに越した、すし詰め同様の密室状態の中で、

ある時間を過ごさなければならないということは、時

により相当な危険も予想されるのではないだろうか。

人いきれ、におい、押しあう苦痛・・・・・・•• • こんなことが

毎日〈 り返されている 。

そして、坐っている人はともかく、立っているもの

はどこかにつかまらないと身の安定が保てない 。 まっ

直な支柱、つりわ、天井には った横支柱、つかまれる

ところはどこでもつかみ、なでられ、うつってい〈 。

こんな場所にさわられる多〈の人々の手をみたらどう

千薬市立稲毛小学校長

永田善次郎

であろう 。 きれいな手、油じみた手、よごれた手、洗

われてない手、そして、のぴた爪の黒さが目にうつる

とき、のぞかれたワイシ ャツや下箔の白さが雄かない

とき 、なんともいえない悪感が、しらずしらずにi勇い

て〈ることのあるのは私ばかりではないでおろう 。

最近の各家庭はほとんどが昔と違って都合よくでき

てきている 。戸締り、窓のたてつけ、 室の まどり―

そして、暖冷房に関する器具の備付け等実に住みよ く

なってきている 。 しかし、この住み心地よさが、健康

と関係はないだろうか。

寒ければ暖房、暑ければ冷房と人間はぜいた〈な機

械をつくり出してきたが、これが果して人間の体にあ

わされたものであるかということである 。寒い 外か ら

室に入ったとき、 IIかかい室か ら外へ出たとき、そ の温

度差に対する調節はだれがする のだろうか。 もちろん、

自分自身であるが、それに気付かなか ったりうま〈調

節ができなか ったりしたときはどうなるだろうか。自

分自身が自然の気象現象に対して調節をはかることが

たいせつか、機械に頼 って自然を調節することがたい

せつか、私たちの住む世界には、時として、人間を忘

れた生活のしかたが行われていることはないだろうか，

光についても同じことがいえる 。私たちの住む世界

から光を取り除〈ことはできない 。自然の光である太

陽の光以外実にいろいろな光がある 。そして、建物の

外装が変わり、道路が整備されて、昼夜を問わず光と

その反射の世界を形成している 。止ま った光もあれば

動〈光もある 。子どもたちにと って一番身近なテレピ

も光である 。打しい孤灯から咲華にな った光源、集め

られた光、当てられた光、かわ ってい〈光、動〈光と

私たちの身の回りには限りない光の洪水におそわれて

いる 。これで、人の目になんの変化もおこらない方が：

不思議ではないだろうか。
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こんなことを次から次へと考えてい〈と、新聞紙上

でさわがれている公害以上に問題が大き〈なってくる

ような気がする 。人それぞれ生きるためには、いろい

ろな対策や習慣を通しているに違いないが「健康」ほ

ど大切な ことはないと思う 。そして、毎日、毎時間を

無事に切り抜けて 、生き抜いている自分自身の力を今

更ながら強く、ありがたいなあーとかみしめるもので

ある 。

私の保健室づくり

「せーんせい」という声にふ り返ると保健室の入口

に女の子の明かるい笑顔がのぞいている 。運動会を 間

近かにひかえたこととて赤い鉢巻きに白い体操服姿の

元気そうな頻がとてもかわいい 。

「はいっていらっしゃい』の声とともに 4、 5人の連． 
中が私のまわ りをとりかこむ。

「先生、おじ ゃみ しよう d 「おじ ゃみ」というのは

このあた りの方言でお手玉の ことです 。近ごろのこど

もはほとんどお手玉遊ぴの経験がないとみえて、不器

用な手つきで キャッ 、キャ ッとはしゃぎながらそ れで

も結構楽しんでいる 。私もときにはその仲間入りをし

て得在のお手玉さばきを見せてやる。私の手先から空

中へ〈る〈 ると生き物のように躍るお手玉をぴっく り

したような表梢で見つめる目に親しみがあふれている 。

そして和やかな対話が交わされる 。こんな梢景か静養

者がひとりもいないときの私の保健宇なのです 。

私がこの学校に転勤してきてからまだ 1年余り、 10

香川県大川郡長尾小学校

野 崎年 子

年間勤務した前任校は自分の住んでいる地区なので、

在藉数 250名ほどの児童の顔を見れば、親、兄弟、家

庭の事梢までが一 目でわかるはどだったために、児童

のひと りひとりに対する保健指森もケースパイケ ース

の個別指砕が比較的容易にやれ、 10年間にわたる河合

肝油ドロ ップ 3号の服用とあいま って、昨年に続き健

康優良学校入選の栄脊に輝き 、・よい歯の児童、よい歯

の学校と次々と成果があがりつつあります。

特に 、児童一人一人が、真冬でも長ズポンを着用せ

ず、素足にソ ソクス、半ズポンの姿で登校してきた。

体(f面で も良い記録を出す児童が多〈出ている 。

ところが現任校は人員も多〈 、校内の事梢も分から

ず、児童の船を覚えるだけでも容易なことではありま

せん。まして性格から疾病異常、家庭環培などを知 る

手だてのむずかしさをつくづくと感じました 。

そこでこれを解決することが私の最初の課題である

と考え、親しみのある保他室づ〈り、児窟と 心のパイ

プでつながる保倒室づくりを第一の目標にしてあれこ

れ〈ふうしてきました。私は保健室とは体のやすらぎ

の部屋、心のやすらぎの部屋、そして柏極的な意味で

は保健指材をめざす部屋だと考えています。

本校の保他宇はー教室分にも満たないような狭い部

屋ですが、静蓑ペ ッ ト (3台）を 中心として計測コー

ナー、話しあいコーナー、治療コーナーを作 りました 。
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◎静蓑ベッド

i._,_ . . ,,iii-: ぞ ー ・2

l'"'~, 匿-磁梧・'

、
J

[ilri 

袋
3台のペ ッ ドはうすいプルーのついたてで仕切り、

窓際に花ぴんを飾り、枕は児窟の心が和むよう児童に

親しみ深い魚、犬、烏をかたど った手製のぬいぐるみ

枕を作り、掲示物なとは取り除き、静かに哀 ら(lるよう

にした 。

◎話しあいコーナー

米しい話しあいをとお

して何でも相談できるふ

んいきを作りたい 。その

間に名前を党え、性格も

おぽろげにでもつかみた

い。傷の手当や病気で保

健宇へくる児童には「 O

さんどうしたのJと必

ず名前を呼んで心うちと

けるよう n問す る。冗談

ーも交えながら治税する間に泣きぺそ顔が少しずつ晴れ

lてくる のもうれしい 話しあいの長椅子も兎、猿、ね

lずみ 、オパ Q、かたつむりなどの縫いぐるみ人形が児

，童たちに親しみを覚えさせるように並んでいる 。六年

；生の女子の性教・ft相談も スム ー ズにできるようにな っ

てきた。 収にはる

査料も常に新鮮な、

動的な変化をもた

せるよう努めてい

る。

◎計測コーナー

「わたしが高いよ」

「ぽくが重いよ」

す〈す〈伸びろよ

たくまし く、と念

じながら楽し〈計 一

測ができるよう、視力計は猫の目のようによく見える

目でありたいとの原fiいをこめて猫さんのア ッフリケを

体重計には象さんのように、豚さんのように大きく煎

〈なれとなぞらえたア ップリケのカパーで飾った

保健カルテ

入れもカラフ

ルに児童の喜

ぴそうなデザ

インにした 。

収にはパンダ

かあいきょう

たっぷりに呼

ぴかけてしヽる 。

◎治療コー

ナー

薬 の匂い、

ピンセッートの

冷たい光沢、

何だかこわい

ような気持で

のぞき見る薬

品戸棚、すぺ

てが寒々とし

行事予定板も親しみ深い年中行事の両のきりぬきか

子どもの心を誘う 。そしてこの片隅の箱の中には、は

～じめ に述ぺたおじ ゃみ（お手玉）が子どもたちの遊ん

でくれるのを待っている 。 ちかごろはお手王も上手に

なって先生もかなわない〈らいだ。

紐月 1回の検

眼、体重測定

が待たれる楽

しさである 。

I; 
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た重い威圧感とか恐怖感とかをもたせる保健室のイメ

ージから脱皮できるようかわいいお人形を並ぺてみた 。

テープルカパーや私の白衣も白一色ではな〈パラエテ

ィーをも たせるようI工夫している 。

こう した単純な、そ してささやかな試みであ っても

児童は保健室に親しんでくれるようになりました 。最

初は 、はいりに〈そうであ ったこの部屋 であるがいつ

の間に か放 課後とか、休憩時間中に訪れるものが増し

て男の子も女の子も、保健室だけでな〈どこでも親し

〈話しかけてくれるようにな ったことはうれしいこと

です。毎月一 回発行の保健だよりの記事やカ ッ トも喜

んで手伝ってくれます 。かぜの予防、寄生虫の子防等

の掲示物にマ ンガをかき入れて〈れるのも児童たちの

協力の成果です；

本校では内臓疾患、虚弱体質、呼吸器疾，患者な どの

ものは先生や友だちにもよくわかるようき章をつ〈 つ

て左肩につけるようにしていますが、この子たちは特

に保健室に親しんでくれるし 、赤十字のマークをつけ

た保健委貝も一 そう保健活動が活発になり、保健室経

営に 栢極的に参加して統計図表の作成、保健カ ードの

点検整理など自主的にお手伝いして〈れる ことは 、保

健教育上見のがせない点だと 思います。

私は、健康教有とは良習間の形成であり、児童の自

主的な保健活動によらなければその成果は期待できな

いものと考えていますが、少しずつでも向上のあとが

見られるのも、保健教有にたずさわる私としてはんと

うにうれしいことだと保娃室経営にはげみを感じてい

ます。

なお、最後に一般的実習的な保健教Hについて 、本

校の実状を述ぺてみたいと思います。

香川県は、幾多の健康俊良学校を出した全国的にみ

てもト ップレペルにある県といわれていますが、本校

には残念ながら誇り得る何物もありません。香川県の

東部にある半殷半商の静かな町にあり、児童数約 600

名、 1咎芹級の学校ですが、体位ははとんど全国平均を

下まわり、特にカラーテレピの影評からか 、近視者31

{ :__セント の数字が示すように 、その他のあらゆ る面に

おいても保健教育の撤底の必要を痛感しています。毎

月 1回の視力検究、遠方凝視、テレビの見方、姿勢、

袷食指＃、カワイカンユド ロップ M 服用によるピタ

ミン A・D、カルシウム補給、保護者への啓蒙、保健

泡設の充実など、あらゆる面で努力を続けてはいます

が顕著な成果を見ることはできません 。

ざして鉗日の

授業、業間体

・(-rなどで走っ

た距離を地図

にかき入れて

いますがもう

大半の児童は

四国一周を終

え全国一周ヘ

と足を伸ばし

ています。そ

の成果のあら

われとして、

また、体力

の向上には「な

に〈そ」を合

こと ばとして、

がんばりの粘

神と体力作り

にとり組んで

います。 3年

前から四国一•

周競争、全lfl

一周競争をめ

昨年30名もいた肥満児が現在は18名に減少した の もYf

ばしいことです。

私のささやかな営みを拙い文では慈．をつくせない憾

みがありますが、私の保建室経営の迎々とした歩みが、

児窟の健康なしあわせのため．に少しでも役立つならば

の顧いをこめ、ひとりひとりを見つめながら進んでい

きたいと顧っています。

保健宇の窓か ら、澄み切 ったw空にく つきりと見わ

たす讃岐山脈を行にし、まぶし〈光る秋の日ざしを一

ばいに浴ぴた広い述動楊をかけまわる九気な姿に、思

わずほは笑みながら,';りかなしあわせをかみしめていま

す。

「せーんせいJ

「おじゃみし ょうJ今日もまた無邪気な笑顔が私をさ

そいに来るでしょう 。
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